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島根半島の中新世泥質岩の堆積鉱物相
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ま　え　が　き

　泥質堆積岩中には種々の砕屑鉱物，粘土鉱物および

自生鉱物など，さまざまな鉱物が含まれている．これ

らの鉱物組成は供給源（provenance），堆積環境，続

成作用などの要因によって異ってくる．したがって，

これらの鉱物組成の組合せによる堆積鉱物相は，後背

地の地殻変動，火成活動などの地質学的な背景を反映

し，地層の対比や堆積環境を考察する上で，有効な資

料になり得るものとして注目される．

　このような堆積鉱物学的研究の分野で，わが国で地

層の堆積鉱物層序をはじめて研究したのは工藤（1960）

で，山形県新第三系の最上層群について試みた．その

後，堆積鉱物層序は主として石油地質学的な面に利用

され，わが国の油田地域の白亜系，第三系堆積岩層の

粘土鉱物の研究（樹下，1962；青柳，1967；AOYAGI，

1968－a，1968－b，青柳・風間，1975）に，また，関東

地方の新第三系（青柳，1974），九州天草地域の■泥質岩

（三木，1978）でも検討されている．

　山陰グリーンタフ地域において，この種の研究資料

は島根半島地区と本土側地区の新第三系堆積岩につい

て，続成的変質鉱物の報告（三浦，1969，1973）が，

わずかにあるだけである．筆者らの1人石黒は島根大

学理学専攻科論研究（地質学専攻）として，島根半島

の中新世泥質岩について堆積鉱物学的に検討した（石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じょうぞうじ
黒，1985）．本稿では，島根半島中新世の成相寺層，

牛切層，古江層の泥質岩の鉱物相の記載に主点をおき，

若干の考察といくつかの問題点を報告する．なお，比

較のために本土側地区からの若干の泥質岩試料につい

ても検討したので，その知見もあわせて述べる．

＊　㈱エイトコンサルタント（昭和60年島根大学理学専攻科（地質学

　　専攻）修了）

＊＊　島根大学理学部地質学教室

地　質　概　略

　山陰グリーンタフ地域の地質区は，多井（1957）に

より，隠岐群島亜区，島根半島亜区，本土側亜区に区

分され，島根半島側に対して本土側の呼称は，山陰地

域新生代の地質区分として定着している．

　島根半島には中新統の地層がよく発達し，島根半島

標準層序の下位から古浦層，成相寺層，牛切層，古江

層，松江層の各層が広く分布している．島根半島中新

統の層序については，富田・酒井（1938）の調査研究に

始まり，その後，多井（1952），西山ほか（1962），加

藤（1969），北島根地域広域調査（通産省，1967），三浦

（1969，1973），山内ほか（1980），鹿野・吉田（1984，

1985）など，多くのかたがたにより調査・検討されて

きている．一方，筆者らの研究室でも島根半島の新第

三系について，岩相層序および石油地化学の両面から

石油鉱床学的研究の展望を意図し，木幡（1983），高橋

（1983），前田（1984）は島根大学卒論研究として，矢

野（1985）は専攻科論研究として，それぞれ島根半島

の主として中部～西部地域に分布する泥質岩について

石油根源岩評価に主点をおき，調査および地化学的分

析を行った．本研究の調査では，これらの卒論研究の

資料を参考にし，また，北島根地域広域調査（通産省，

1967），山内ほか（1980）の報告にもとづき，既述の島

根半島標準層序の地層名に準拠している．なお，本研
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　つ
究の対象とした泥質岩の調査地域は，島根半島の御津

地域より西方域なので，島根半島の中部～西部地域に

分布する各層の概略を述べる．

　古浦層：島根半島中新統の最下部をなし，古浦海岸を

模式地として古浦から西方の地合海岸にかけて分布して

いる．下位は硬質灰色頁岩でW梶pa物sLa即70彪々

などの淡水棲貝化石を産し，上位は泥岩，凝灰質砂岩，

凝灰岩，礫岩の互層からなり，ともに非海成層である．
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層厚，約600m＜．

　成相寺層：黒色頁岩と流紋岩～デイサイト溶岩・火

砕岩類を主体とし，また，局所的に安山岩溶岩・火砕

岩類を挟み，半島の中・西部に広く分布している．黒

色頁岩は一般に硬質で，主に下部と上部に比較的厚く

発達し，中部に指交関係で流紋岩～デイサイト溶岩・

火砕出類を挟在する．頁岩層からく勉C配aηa，yol改a，

Mθg妙oldぬなどの比較的深い海域を示す海楼貝化石

を産出する．

　なお，島根半島には，かって層状黒鉱鉱床，黒鉱式
　　　　　　　　　　わにぶち　からかわ　　う　ど
石膏鉱床として著名は鰐渕，唐川，鵜峠，田中，片江

の各鉱山（いずれも廃山）が稼動したが，鉱床は，い

ずれも本層上部の頁岩層とその下位の酸性凝灰岩層の

境界付近に胚胎している．したがって，この上部泥岩

層は鉱床胚胎の層準規制の鍵相としても重要である．

層厚，900～1，200m．

　牛切屑：砂岩，泥岩，礫岩，凝灰岩の互層を主体と
　　　　　　　　　　ヨロ　　　　　　うっぶるい　　　　　　　かわしも
とするタービダイト相で，釜浦～十六島ルート，河下～

別所ルート，三津，小伊津ルートなどに好露出をなし

て分布している．鰐渕鉱山付近では，上記互層相の下

位に安山岩溶岩・火砕岩類が分布し，しばしば泥岩，

砂岩層を挟在する．本層は成相寺層上部に指交関係で

重なる海成層であるが（高橋，1983），互層相には，し

ばしば流痕が認められる．また，本属は水平的にも垂

直的にも岩相変化が著しく，東方へ層厚が著しく減少

している．層厚，100～700m．

　古江層：塊状の黒色～暗灰色泥岩を主体とする海成

層で，河下から宍道湖の北岸沿いに東方へ，東西性の

走向で広く分布している．本属は東方で牛切層を欠き，

成相寺層を直接被覆している．層厚，100～500m．

　松江層：粗粒～中粒砂岩層とアルカリ玄武岩溶岩・

火砕岩類からなる海成層である．

　以上，島根半島の中・西部地域に分布する各層の地

質概略図を第1図に示した．

　山陰グリーンタフ地域の地質区は，隠岐，島根半島，

本土側に区分されていることについて既述した．これ

らの各地質区では，それぞれ基盤運動，堆積盆地，堆

積環境に地域性があり，各地質区の層序の対比につい

ては見解の相異もあ「），今日，なお問題として残って

いる．最近の対比試案のなかで高安（1983），立石・

小林（1984），鹿野・吉由（1984）の生層序，放射年代

層序区分を参考にして編表した島根半島中新世の各層

と，新潟，秋田地域との層序対比（島田ほか，1986）

を第1表に示した．
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1．沖積層，

4．松江層，

　　　　　第1図　島根半島中・西部地域の地質概略図（各地層分布図）

2～3．貫入岩類（2．粗粒玄武岩，玄武岩，ひん岩；3．流紋岩，デイサイト），

5．古江層，6．牛切層，7．成相寺層，8．古浦層．
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第1表 島根半島中新世層序と新潟・秋田地域と
の対比

Ma 時代 島根半島 新　潟 秋　田

5 黙新

椎　谷 船　川

6 想久羅由

7

一　■■，　口■■燭■■レ

8 期

9
松　江

10 中 周■■■　　一　」■■■匿 寺　泊 女　川

11 中
古　江

12

牛切
13

新

14 期 成相寺
■ロ隔　一　一

15
七　谷 砂子渕

i西黒沢）
一　一　　■■齢　韓

16
津　川

17
鹿　瀬 大倉又

ユ18 剛 （台島）

19
古　浦

2
萩　形

21
（門前）

2

期 三　川

2

●

高橋（1983），高安（1983），立石・小林（1984）

鹿野・吉田（1984）の資料を参考に編表．

島田ほか（1986）を一部修正・加筆．

泥質岩試料の採取と分析方法

　1）各ルートおよび試料の採取地点

　既存資料を参考に，成相寺層（上部層のみ），牛切

層，古江層にかけて，できるだけ連続的に地層を追跡，

観察できるルートを選定し，各ルートごとに地質柱状

図を作製した．試料の採取はこの柱状図に基づいて行

なった．また，露頭状況が不良で柱状図の作製が困難

な所では，その地点ごとにスポットサンプリングを行

なった．これらの各試料採取ルートおよび地点を第2

図に，地質柱状図を第3図に示した．

　ここで，古江層についてスポットサンプリングを行

なった試料は多井（1955）を参考に検討した結果，各

ルートで確認した古江層よりいずれも上位に位置する．

したがって，本稿では各ルートで採取した古江層の試

料を下部に，スポットサンプリングを行なった試料を

上部として扱った．

　2）分析方法

　採取した試料約60個について泥質岩の鉱物組成全般

を検討するため，めのう乳鉢で磨砕した粉末試料を用

いて不定方位試料としてX線回析を行なった．また，

約30個の試料について水簸により2μ以下の粘土分

を採収し，定方位試料としてX線回析分析を行ない，

粘土鉱物組成を検討した．粘土鉱物の同定にあた1），

すべての試料についてエチレングリコール処理，塩酸

処理を行なった．

泥質岩の粘土鉱物相

　X線分析の結果，泥質岩に認められた粘土鉱物はイ

ライト，クロライト，加水イライト，イライトーモンモ

リロナイト混合層鉱物，カオリナイトの5種であった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のこのうち，多少の膨潤層を含んでいても10．0～10．6A

付近に対称性のあるピークをもつものをイライトとし，
　　の11．OA付近にピークをもつものをイライトーモンモリ

・ナイト混合層鉱物とした．また，本稿ではイライト

のピークから低角度側へ連続的な反射が認められるも

のを加水イライトとした．ここでは粘土鉱物相につい

て定性的な記載をする．

　粘土鉱物相として，a型，b型，c型，d型，e型，

f型，9型＊の7つのパターンに区分される．具体的に

は，a型：クロライトーイライト相，’b型：クロライ

＊　泥質岩中の粘土含有量が非常に少なく，十分なX線回折強度が得

　られなかったため，粘土鉱物の同定ができなかった試料．
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　　　　　　　　　第2図　泥質岩試料採取位置

　1．サンプリングルート，2．スポットサンプリング地点，3．河川系

A　別所一河下ルート，B：釜浦一十六島ルート，C：塩津一小津ルート，
D　三浦漁港ルート，E：林道小伊津大谷線一長尾鼻ルート，F：御津ルート

トー加水イライトーイライト相，c型：クロヲイトー

イライト／モンモリロナイト混合層鉱物一イライト相，

d型：加水イライトーイライト相，e型：加水イライ

トーイライトーカオリナイト相，f型：クロライトー

イライト／モンモリロナイト混合層鉱物一イライトー

カオリナイト相およびg型：貧粘土鉱物相となる．こ

れらの粘土鉱物相を層準ごとに区分したものを第2表

に示し，各粘土鉱物相の代表的なX線回折図を第4図

に示した．

　第2表より，成相寺層，牛切層，古江層下部では，

a型のクロライトーイライト相，b型のクロライトー

加水イライトーイライト相，d型の加水イライトーイ

ライト相などを主体としているが，成相寺層にはg型

の貧粘土鉱物相が認められる．これら各層での粘土鉱

物はクロライト，加水イライト，イライトの3種類を

主体とする．また，古江層上部では，f型のクロライ

トーイライト／モンモリロナイト混合層鉱物一イライ

トーカオリナイト相を主体とし，これより下位の泥岩

と異な～）イライト／モンモリロナイト混合層鉱物，カ

オリナイトを含む．

　以上の結果より，島根半島中部～西部域に分布する

中新世泥質岩については，粘土鉱物相から成相寺層一

牛切層一古江層下部と古江層上部との2つに少なくと

第2表　粘土鉱物相

地層名 粘　土　鉱　物　相

上 Chl　一　工ll／Mont　M．L．　一　工ll　－　Ka

古

部 （　Hy．　工ll　一　工ll　－　Ka　）

江 一　　　一　　一 ＿一＿　　＿＿　一　＿　＿　一一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一一一　一，

下 Chl　－　Hy●　工ll　－　Ill
層

部 Hy．工ll一工ll

Chl一工ll
牛

Chl　－　Hy．　工ll　一　工ll
切

層
Hy．　工ll　ロ　エll

（　Chl　＿　工ll／Mont　M．L●　一　工ll　）

成 Chl一工ll

相 Chl　－　Hy●　工ll　一　工ll

寺

層
Hy●　工ll　ロ　エll

貧粘土鉱物

Chl：クロライト　Hy．111：加水イライト　Ill／
Mont　M．L．：イライトーモンモリロナイト混合層鉱物

111：イライト　Ka：カオリナイト

（　）はまれに認められるもの
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　第3図　泥質岩試料採取ルートの地質柱状図

1．泥岩（古江層），2．酸性凝灰岩，3．砂岩，4．礫岩，

5．頁岩，6．砂岩・頁岩互層，7．安山岩質凝灰岩，

8．流紋岩質火砕岩類，9．サンプリングポイント

A：別所一河下ルート，B：釜浦一十六島ルート

C：塩津一小津ルート，D：三浦漁港ルート
E：林道小伊津大谷線一長尾鼻ルート，F：御津ルート

　　　　　　　　　も区分可能である．この点について，若干の考察を述

べる．

　古江層泥質岩については，三浦（1972）によると本

稿で古江層上部とした層準よ～），さらに上位と考えら

れるものではモンモリロナイトを主体としている．一

般に，泥質堆積物に含まれるモンモリロナイトは，続

成作用によってモンモリロナイト／イライト混合層鉱

物を経てイライトまたはクロライトに変化すると，こ

＊　全岩によるX線粉末回折で，成相寺層泥質岩は最上部でタロライ

　　トを含む場合があるが，それ以外ではタロライトを含まないこと

　が確認できた．今回，粘土鉱物相の検討では試料数が少なく，成

　相寺層泥質岩を2つの粘土鉱物相に区分していないが今後の分折

　資料の検討により区分される可能性もあり得るものと考えている．

5 ね　　　　　　　　　め
　2e（CuKα）

　　　　　　　第4図　X線回折図

a型：成相寺層〔三浦漁港ルート16〕，b型：牛切
層〔御津ルート05〕，c型：牛切層〔御津ルート07〕，

d型：成相寺層〔林道小伊津大谷線一長尾鼻ルー
ト01〕，e型：古江層〔1020－05〕，f型：古江層
〔1020－06〕

Chl：クロライト，Ill：イライト，hy．1：加水イ

ライト，1／M：イライトーモンモリロナイト混合

層鉱物，Ka：カオリナイト．

れまでの研究報告により考えられている．本地域にお

いて粘土鉱物は，古江層泥質岩では上位から下位ヘモ

ンモリロナイトからモンモリロナイト／イライト混合

層鉱物さらにクロライトおよびイライトに変化し，牛

切層，成相寺層でもクロライトおよびイライトが主体

となっている．このような鉱物相の分布は地域的に偏

在している事はなく，層準によって規制されているこ
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とから，三浦（1982）の指摘にあるように続成変質作

用の結果と推定される．

　また，古江層上部ではカオリナイトおよびカリ長石

（全岩のX線粉末回折による）が少量ながら認められ，

本土側に対比される布志名層でもこの2つの鉱物が含

まれている．これらの鉱物の供給源を求めるとすれば，

この地域では白亜紀から古第三紀にかけての酸性火成

活動に伴い貫入した花崗岩類とするのが妥当である．

おそらく，両層の堆積期には比較的近距離で花崗岩類

が露出し，風化，侵食作用を受けていたと推定される．

　前述のように，島根半島の中～西部地域では，中新

世泥質岩粘土鉱物相の違いから成相寺層一牛切層一

古江層下部と古江層上部との2つに区分できるが，こ

のことは続成作用，堆積環境の変化および供給源の相

異による反映と推定される．

石英〔（101）面〕一斜長石〔（002）面〕の

X線回折強度比およびクロライト含有量の関係

西部地域

Pレ／PI＋Qz

　　50　　　100％

中部地域

古

江

層

上

B立
口

　X線粉末回折法では，各鉱物の含有量はX線回折強

度にほぼ比例することから，石英〔（101）面〕と斜長石

〔（OO2）面〕のX線回折強度比をもとに石英と斜長石の

相対量変化を読みとることがで，きる．第5図に石英の

強度と斜長石の強度を加えたものに対する斜長石の強

度と各層の関係を示した．また，各層の層序的分布変

化は別所一河下ルートを基準として，成相寺層，牛切

層の試料では両層の境界から，古江層の試料では古江

層の下限からの層準をもとにそれぞれプロットした．

但し，島根半島の中部地域では成相寺層の一部の試料

は層準が不明であるので除外してある．

　第5図において●印，○印で示した点は，X線粉末

回折においてクロライトの（002）面のピークが認めら

れたものである．●印のものはそのピークが○印のも

のに比べてより強いことを示している．クロライトの

（002）面のピークが認められなかった試料については，

クロライトを含んでいる可能性が残るが，含むとして

もそれが認められたものに比べてかな一り少量であると

推定されるため含まないものとして扱った．また’塩

酸処理をしていないためクロライトの（OO2）面による

としたピークはカオリナイトの可能性もあるが，この

地域ではその存在は量的に無視できるため含まないも

のとして扱った．

　まず，半島の中部地域については，石英と斜長石の

量比は成相寺層から牛切屑にかけて斜長石の割合が多

くなることを示している．さらに，それに対応してク

。
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第5図　石英（Qz）一斜長石（Pl）の相対量および

　　　　クロライト含有量関係図

　クロライト（002）：●強，○弱，×なし

ロライトは成相寺層のかなり上部から出現し始め，牛

切層に入るとさらにクロライトの相対的含有量が増え，

そのような層序的分布変化はほぼ普遍的に認められる．

これに対し，西部地域については，成相寺層から牛切

屑に入ると石英に対して斜長石の割合が多いものはク

ロナィトを含み，それが低く成相寺層のものと大差な

いものではクロライトを含まないという2つのタイプ

に区分できる．また，古江層下部について同様な傾向

が認められる．

　ここで，成相寺層から牛切層にかけて，成相寺層の

上部の層準ほど石英に対する斜長石の相対量が増加し，

それに対応してクロライトが次第に出現し始め，牛切

層ではクロライトの出現がより顕著となってきている．

このことについて若干の知見を述べる．

　泥質岩中のクロライトの起源として，堆積時に供給
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されたもの，続成変質や熱水変質作用によるものなど

が考えられる．しかし，熱水変質作用はその証跡がな

く，また，牛切層ではクロライトはほぼ普遍的に認め

られることから考えられない．また，単に累進的な続

成変質作用とした場合，クロラィトが成相寺層から牛

切層にかけて成相寺層の上部の層準ほど出現するよう

になることに対して説明が困難となる．ここで，牛切

層の堆積期には安山岩質の火成活動とそれに伴う変質

作用が特徴的であり，クロライトの起源をその時代の

変質作用に求め，泥質岩の堆積時に供給されたものと

考えることができる．また，牛切層の泥質岩中の石英

に対する斜長石の増加も安山岩質火成活動に由来する

ものとして，クロライトの出現と共に一連の傾向を説

明でき．る．したがって，この時期の泥質岩の鉱物組成

を考察するには，安山岩質の火成活動とそれに伴う変

質作用の影響が重要であろう．また，成相寺層最上部

からこの傾向の兆候が認められることは，その堆積時

に安山岩質の火成活動が始まっていたことを暗示して

いる．但し，西部地域の牛切層，古江層下部に認めら

れたクロライトを含まないような泥質岩については，

その堆積時における地質的背景の考察など今後の問題

である．

あ　と　が　き

　島根半島中新世の成相寺層，牛切層，古江層の泥質

岩の鉱物相について，記載に主点をおき述べたが，古

江層泥岩の粘土鉱物組成や牛切層，古江層下部で認め

られた2つの鉱物相型の泥岩の成因など，今後の問題

点として指摘した．既述のように，牛切層は成相寺上

部に指交関係で重なるタービダイト相であるが，本研

究の堆積鉱物相の問題は岩相層序的，堆積学的に牛切

層にまつわる問題にとって，今後，再検討への一つの

資料になるものと思われる．
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